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抽象絵画と環境造形

一 ヴ ァ ン ・ドゥ ー ス ブ ル グ の デ ザ イ ン活 動 を め ぐ って 一

金 村 京 一

緒 言

「画家は大いなる革命を成 し遂げた。彼らは非対象絵画へ至 り着いた。彼

らは,未 来の建築の諸問題を解決するであろう,新 たなる要素を発見したの

だ。」
Q)

マーレヴィッチ

近代デザイン運動の歴史は,幾 つかの重要な課題をめぐって展開した。19世

紀か ら今世紀前半にかけて起こった様々な運動は,そ れらのテーマの解決を計

り,同 時に新たなテーマを呼び起こしながら,展 開していったのである。例え

ば,機 械的な過程によって産出される製品の質の問題は,逸 早 く重要な案件と

なった。機械は,制 作過稈の性質をそれまでの手工作による生産から,激 変さ

せたからである。また,そ れに伴い,機 械時代の産出品に相応しい装飾の在 り

方が追求された。過去の装飾樣式を無分別に身に纏う,皮 相な歴史主義は批判

され,時 代 精 神 に適合 した新 しい様 式 が 求 め られ た。 また あ る時 に は,生 産 品

をめ ぐる経 済 と品 質 の 関係 が ク ロ ー ズ ア ップ され た。 デザ イ ンが,日 常 生 活 の

様 々 な連 鎖 の 中 に 身 を置 こ う とす る造 形 領 域 で あ る以 上,経 済 性 の 問 題 はい つ

れ は 避 け られ な い課 題 で あ った と考 え られ る。
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私達 は,こ の よう な近 代 デ ザ イ ン運 動 を推 進 させ た課 題 の一 つ に,綜 合 的 な

造 形作 品 と して の環 境 造 形 の 問題 を加 え る事 が で きる と思 わ れ る。 即 ち,デ ザ

イ ンが,日 常 生 活 にか か わ る様 々 な物 品 の合 目的 性 を 目指 す形 成 で あ るの な ら

ば,そ れ らの物 品が 綜 合 的 に組 み 合 わせ られ る場 と して の 生活 環 境 の造 形 計 画

は,デ ザ イ ンの最 終 的 な指 標 の 一 つ と考 え られ るか らで あ る 。 そ して私 達 は,

近 代 デ ザ イ ン史 の 中心 人 物 で あ る多 くの デ ザ イ ナ ーが,デ ザ イ ンの最 終 的 な指

標 の 一 つ と して,生 活 環 境 の 空 間 的 な造 形計 画 を挙 げ て い る事 を知 って い る。

例 え ば,近 代 デザ イ ンの始 祖 の 一 人,ウ ィ リア ム ・モ リス は,造 形 芸 術 を,

絵 画 や 彫 刻 等 の 大芸 術 と,建 築 や 工 芸 等 の 小芸 術 に大 別 して 考 察 し,そ れ を具

体 的 に 実 践 した が,そ の 上 で 次 の よ うに述 べ る。 「要 す る に,小 芸 術 の 完 全 な

作 品 は,つ ま り芸術 の真 の構 成 単 位 は,そ れ に相 応 しい 装 飾 と家 具 をすべ て備

え た建 築 で あ る。」 モ リス 自身 が 実 際 に手 掛 けた の は,個 々の 生 活 用 品 の デ ザ

イ ンで あ っ たが,そ の 際 の基 本 的態 度 に は,こ の引 用 か ら窺 え る よ うな,明 瞭

な環 境 デザ イ ンへ の 指 向 が あ った と考 え られ る。

ま た,1919年 に公刊 され た,ヴ ァル ター ・グ ロ ピウ ス に よ るバ ウハ ウス の 設

立 宣 言 は,次 の よ う に書 き出 さ れ て い る 。 厂す べ て の 造 形 活 動 の最 終 目標 は 建

築 で あ る!」 こ の書 き出 しに続 け て,過 去 に造 形芸 術 の諸 分 野 が 自立 し,孤 立

して い っ た為 に失 って しま った建 築 的精 神 を再 興 す る事 が主 張 さ れ,宣 言 に続

く実務 的 な 綱領 に於 い て,綜 合 芸術 と して の大 い な る建 築 を実 現 す る事 が,バ

ウハ ウス の 究局 的 な 目標 で あ る と述べ られ て い る。

或 い は,近 代 建 築 のパ イ オニ アの 一 人 で あ る ル ・コル ビ ュジエ の論 説 に も,

同 様 の 志 向 を窺 わせ る もの が あ る。 「建 築 と造 形 諸 芸 術 は,併 置 され る よ うな

二 つ の もの で は な い。 そ れ ら は,一 貫 した確 固 た る全体 なの だ 。統 一 こそ,造

形 活動 の 実 践 に於 い て,本 質 的 に崇 高 な の だ。 彫 刻=絵 画=建 築,ヴ ォ リュ ー

ム,そ して 色 彩 装 飾。 完 成 され た 建 築 物 は,3つ の 大芸 術 の和 合 した表 現 なの

だ 。」
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以 上 の他 に も,多 くの建 築 家 やデ ザ イナ ー が,い わ ゆ る 厂諸 芸術 の建 築 の 下

へ の統 合 」 を理 想 と し,そ の実 現 に尽 力 した 。 そ して,こ れ らの 主 張 に 云 わ れ

る建 築 とは,単 な る構 造 体 と して の そ れで は な く,そ の 内部 に於 い て様 々 な生

活 が 営 まれ る,生 活 環 境 と して の 建築 で あ る と考 え るべ きで あ ろ う。 諸 芸 術 の

統 合 の 実 現 と して の建 築 は,そ の 外 部 空 間 も さる事 なが ら,そ の 内部 空 間 の綜

合 的 な造 形 に も重 点 が置 か れ るで あ ろ う。

と ころ で,近 代 デザ イ ンの成 立 に,抽 象 絵 画 ゐ様 々 な展 開 が,直 接,間 接 に

影響 を与 え て い た事 は,論 を俟 た な い 。特 に,幾 何 学 的抽 象 美 術 と呼 ば れ る一

連 の 運 動 が,建 築 や デザ イ ンに及 ぼ した影 響 力 は,少 な くな い。 冒頭 に引 用 し

たマ ー レヴ ィ ッチ の 言葉 は,抽 象 美 術 を実 践 す る最 前 衛 の一 人 が,多 くの建 築

家 や デザ イナ ー と共 通 す る志 向 を もっ てい た事 を示 す点 に於 い て 興 味 深 い 。他

に も,少 なか らぬ 抽 象 主 義 の 画 家 が,建 築 や 環 境 造 形 の 問題 に関 心 を もって い

た 。 な か で も,新 造 形 主 義(NieuweBeelding,NeoPlasticism)を 標 榜 す る芸

術 評 論 誌,厂 デ ・ス タイ ル」("DeStijl")の 主 宰 者,テ オ ・ヴ ァ ン ・ド ゥー ス

ブ ル グ(TheovanDoesburg,1883-1931)は,こ の 問題 に強 い 関 心 を も って い

た だ け で は な く,数 名 の建 築家 との共 同制 作 を通 して,環 境 造 形 の実 践 を試 み

て い る。 本論 考 は,そ の よ うな彼 の 活動 につ いて 考 察 し,デ ザ イ ン史 の一 テ ー

マ に与 えた抽 象美 術 か らの 影 響 の 一 側面 を,明 らか に しよ う と試 み る もの で あ

る。

1

ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ ル グ は,彼 の 決 して長 くは なか った 生涯 に於 い て,多 く

の 分 野 で 多彩 な 活動 を展 開 した。 彼 は,画 家 で あ り,美 術 評 論 家,詩 人,小 説

家,建 築 家,デ ザ イナ ー で あ っ たが,そ れ らの 多 彩 な活 動 の 連 関 を通 して,前

衛 芸 術 の煽 動 者 で あ り,組 織者 で あ っ た。 雑 誌 「デ ・ス タイ ル」 が,絵 画 や 彫

刻 の み な らず,建 築 や デ ザ イ ン,文 芸,音 楽 等 の,幅 広 い分 野 を扱 っ た,綜 合
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的 な芸術 評論 誌 で あ っ た の も,編 集 者 で あ る ヴ ァン ・ドゥ ース ブ ル グ の,多 彩

な活 動 や 幅 広 い 関心 と無 縁 で は なか った で あ ろ う。 一

そ の よ うな彼 の 活動 も,大 き くは,造 形 芸術 と文 芸 の 二 つ の領 域 に 分 け られ

る。 とい うの も,彼 の 造 形 作 家 と しての 活 動 と,文 芸 作 家 と して の 活 動 は,概

ね 独 立 して 展 開 され た と考 え られ るか らで あ る。 彼 が,造 形 芸 術 の 範 囲 で,

徐 々 に制 作 の対 象 を拡 大 してい った 点 は,重 要 な意 味 を もつ 。彼 は1908年 に最

初 の 個 展 を開 き,画 家 と してデ ビュ ー した 。画 家 と して 出 発 した彼 が,建 築 や

デザ イ ンまで 手 掛 けた の は,単 に彼 の制 作 活動 の範 囲 が 広 が っ た とい う事 に留

ま らな い 。 ヴ ァ ン ・ド ゥー ス ブ ル グ に とって も,絵 画 と建 築 は全 く別 物 で は あ

り得 ず,彼 は,そ の両 者 の 統 合 に よ って,新 しい 芸術 の よ り強 固 な実 現 が 可 能

で あ る と考 え て い た の で あ る。

画 家,ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ ル グが,卩『い つ 頃 か ら建 築 に 関 心 を示 しだ したの か

は,厳 密 に は明 らか で は な い。 しか し,次 に 引用 す る,1916年6月1日 の,建

築 家,J.J.P。 オ ウ ト(JacobusJohannesPieterOud,1890-1963)に 宛 て た 書

簡 に は,建 築 家 との 協 働 を通 して新 しい芸 術 空 間 を創 造 し よ う とす る志 向 が,

色 濃 く窺 わ れ る。

「絵 画 制作 の純 粋 な天 啓 を得 るの に 第 一 に必 要 なの は,雰 囲気 な ので す 。 そ

して,こ の 雰 囲 気 を もた らす 事 に,建 築 家 以上 に適 した 位 置 を 占め る人 々が い

るで し ょ うか 。 ・… 私 達 は,新 しい室 内 空 間 を欲 して い ます 。 誰 が 新 しい室 内

を もた ら して くれ るの で し ょう。建 築 家 に外 な りませ ん。 それ 故,私 達 は建 築

家 と と もに仕 事 を し,彼 とと もに,精 神 的 な均 衡 を達成 す る為 に,奮 闘 しな け

れ ば な ら な い の で す 。 … ・私 が 貴 方 と の協 働 を深 く望 ん で い る事 は,貴 方 に

とって 驚 くべ き事 で は な い筈 で す 。 私 達 の 具体 化 され た 情 熱 の 周 囲 に貴 方 は,

私 達 の芸 術 的 表 現 を十 二 分 に 引 き出す 空 間,雰 囲気 を創 り出す 事 が で き,私 達

は色 彩 と形 態 の計 画 を通 して,空 間 と雰 囲 気 の 中 に実 現 され た貴 方 の情 熱 に,

完 全 な独 立性 を もた らす 事 が で き るの です 。」
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この書 簡 に於 い て ヴ ァン ・ド ゥー ス ブ ル グ は,絵 画 の 制作 に とっ て,建 築 空

間 の もた らす 雰 囲気 が 必 要 不 可 欠 で あ る事 を,情 熱 的 に 訴 え て い る。 恐 ら く,

彼 の 建 築 空 間へ の 関心 の萠 芽 は,彼 自身 の絵 画 制 作 に於 け る作 風 の変 化 と深 い

関連 が あ る もの と思 わ れ る 。

彼 の1914年 以前 の絵 画作 品 に は,前 衛 的 な要 素 を見 い 出 す 事 は殆 ん どで きな

い。 こ れ は,多 少 と も意外 に思 わ れ る点 だが,そ の 頃 の彼 の美 術 評 論 家 と して

の姿 勢 も,美 術 の 最前 衛 に 対 して批 判 的 で あ った 。彼 は,彼 の 主 た る批 評 文 発

表 の 媒 体 で あ っ た 「デ ・エ ー ンハ イ デ」("DeEenheide")誌 上 で,立 体 派,未

来 派,カ ンデ ィ ンスキ ー等 の美 術 の革 新 者 達 は,芸 術 の健 全 な発 展 の 敵 で あ る

と い う 見 解 を 表 明 して い た の で あ る 。

そ の よ う な 彼 の 芸 術 観 及 び 作 風 を

一 変 さ せ た の は
,と も に デ ・ス タ イ

ル を 興 す 事 と な る 二 人 の 年 長 の 画 家,

モ ン ド リ ア ン(PietMondriaan,

1872-1944)と ヴ ァ ン ・ デ ル ・ レ ッ

ク(BartAnthonyvanderLeck,

1876-1958)と の 出 会 い で あ っ た 。

ヴ ァ ン ・ ド ゥ ー ス ブ ル グ は1915年11

図1Mondriaan,CompositionwithC〔for

Planes,1917,0iloncanvas,48x61cm..

HaagsGemeentemuseum

月,モ ン ドリア ンの1915年 の 作 品 を絶 賛 す る評 文 を 「デ ・エ ー ンハ イ デ」 誌 に

発 表 し,そ れ を契 機 に二 人の 交 友 は 始 まっ た。 ヴ ァン ・デ ル ・レ ッ クは,モ ン

ドリア ンの仲 介 を通 じて,ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グ と知 己 にな った 。 ヴ ァ ン ・

ドゥー スブ ル グは,ヴ ァ ン ・デ ル ・レ ックの制 作 に も心 酔 す る よ うに な った の

で あ る。

1915年 か ら17年 にか け て の期 間 は,や が て 「デ ・ス タイ ル」 が打 ち出 す 芸 術

観 を準 備 した 重 要 な意 義 を担 った。 そ の 頃 モ ン ドリア ン とヴ ァン ・デ ル ・レ ッ

ク は,新 しい絵 画 の探 求 と い う共通 の 関 心 の 下 で 相 互 に 影響 を与 え な が ら,
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デ ・ス タ イル の造 形 性 を確 立 す る絵 画 様 式 を成 熟 させ て い った か らで あ る。 そ

れ は,「 色 面 の コ ンポ ジシ ョン」 と呼 び 得 る様式 で,画 面 に大 小 様 々 の矩 形 の

色 面 が,水 平 垂 直 の 位 置 関係 を守 りなが ら配 置 され る幾 何 学 的 な形 式 で あ る。

そ れ は,奥 行 感 覚 を含 め た全 て の 自然 的 な感 覚 を破 壊 して い る点 に,最 も大 き

な 特徴 が あ る。 二人 の年 長 の 画 家 の 新 しい様 式 へ の探 求 に,深 い 賛 意 を表 明 し

た ヴ ァン ・ド ゥー ス ブ ル グ は,自 らの 制作 に も彼 らか ら の影 響 を取 り入 れ,幾

何 学 的 で,平 面 的 な抽 象 主義 の作 風 へ と移 行 した ので あ る。

恐 ら く,ヴ ァン ・ド ゥース ブル グが建 築 空 間 に深 い 関 心 を示す よ うに な るの

は,こ の作 風 の変 化 を一 つ の 契 機 と して い る と思 わ れ るが,そ れ は,次 に引 用

す る彼 の1917年 の 小 論,「 未 来 の様 式 」("DeStijlderToekomst")か ら,一 層

明 らか とな ろ う。

「… ・絵 画 の 抽 象 的 な性 質 は ,建 築 と協働 して,律 動 的 な統 一 を形 成 す る

事 に適 して い る。 独 立 した 絵 画,tableaudechevaletは,そ の 明暗 法 と遠 近

法 の 要 素 が 建築 的 な ア イデ ア とは正 反対 の もの なの で,こ の 事 に適 して い な

い 。 こ の 理 由 の故 に,印 象 派 か らは い か な る記 念 碑 的 な絵 画 も発 展 し得 な

か っ た 。 印 象 派 は 建 築 と協 働 す る事 が で きず,そ の 結 果,イ ー ゼ ル ペ イ ン

テ ィ ング に留 ま っ た。

遠 近 法 に よ る風 景 画 は,建 築 の 面 の性 質 を破壊 す るが,し か しそ れ は,

誤 った 方 法,即 ち深 さ(の 感 覚)に 於 い て で あ る。 建 築 に適 用 され た今 日の

平 面 的 な絵 画 は,建 築 の高 さ と幅(の 感覚)に 従 っ て,建 築 の 面(の 性 質).

を律 動 的 に破 壊 す る。 そ れ 故,今 日の平 面 的 な絵 画 の意 義 を理 解 しよ う とす

る時,そ の 現代 建 築 との直 接 的 な関連 に於 いて 考 え る事 が必 要 な ので あ る。

QU

° °"」
'

こ の引 用 で ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グ は,平 面 的 な抽 象 絵 画 が,従 来 の絵 画 に

比 べ て,よ り強 く建 築 空 間 に適 合 す る事 を述 べ て い る 。通 常 の遠 近 法 に よる絵

画 は,そ れ が建 築 の面 に置 か れ る時,そ の面 が 本 来 も って い な い次 元 と して の
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深 さ の イ リュー ジ ョン を もた らす が 故 に,建 築 的 な ア イ デ ア との 破綻 をき たす 。

しか し,新 しい 平 面 的 な絵 画 は,建 築 の 平 面 が 本 来有 してい る高 さ と幅 の次 元

に従 って,新 た な律 動 を産 み 出 す,破 壊 的 構 成 的 な分 節 点 と して,作 用 し得 る

と云 うの で あ る。 こ こ に云 わ れ る新 しい平 面 的 な絵 画 とは,デ ・ス タ イル の 画

家 達 に よ る,「 色 面 の コ ンポ ジ シ ョン」 の 作 品 を指 して い る と考 え て よい で あ

ろ う。

この よ うな観 点 か ら出発 した ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グの 環 境 造 形 は,平 面 的

な絵 画 を,建 築 空 間 を構 成 す る一 要 素 と して扱 う事 か ら始 め られ た。 彼 は,

1916年 か ら19年 に か け て,先 出 の オ ウ トを始 め,ヤ ン ・ウ ィル スUanWils,

1891-1972),ロ ベ ル ト ・ヴ ァ ン ・ ト ・ホ ッフ(Robertvan`tHoff,1887-1979)

ら,デ ・ス タイ ル に参 加 した建 築 家達 と,幾 つ か の 協働 プ ロ ジ ェ ク トを手 掛 け

た 。 そ れ らの殆 ん どは,建 築 家 の設 計 した空 間の 一 部 に,ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ

ル グが 色 彩計 画 を旋す とい う手 順 を踏 ん だ が,具 体 的 に は,ス テ ン ドグ ラ ス の

デザ イ ンや,床 ス タ イル,ド ア,壁 面 な どの色 彩 計 画 とい う形 を と った。

図2.3,4JJ.P.OudandVanDoesburg.DeVonk,1917-1918.Noordwijkhout

例 え ば,1917年 か ら18年 に か け て 成 さ れ た オ ウ ト の 設 計 に な る ホ ス テ ル,

・硫 ヴ鸞 、(・D。V。nk・)の ,環 境 計 画 を 挙 げ て み[熟 ∵ ヴ ・ ン ・ ド ・ 一 ス ブ

ル グ は,玄 関部 の モザ イ ク と,タ イル張 りの廊 下 のデ ザ イ ン,及 び 各部 屋 の ド

ア の色 彩 計 画 を手 掛 け て い る。 玄 関 部 の モ ザ イ ク は,建 物 の煉 瓦 構 造 か ら連 続
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的 に展 開 され てお り,彩 色 煉 瓦 を単 位 矩 形 とす る

コ ンポ ジ シ ョ ンを成 して い る。廊 下 も同 じ く,タ

イ ル を単 位 矩 形 とす る コ ンポ ジ シ ョ ンと して成 立

して お り,こ の 両 者 は,「 色 面 の コ ンポ ジ シ ョン」

を,直 接,建 築 にあ て嵌 め た もの とな って い る。

各 部 屋 の ドア は,そ れ ぞ れ が,空 間 内 に確 固 た る

位 置 を占 め る色 面 と して 呼応 し合 う よ う に,デ ザ

イ ン され てい る。

ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ ル グ は,「 デ ・ス タ イ ル」

誌 上 に,「 記 念 碑 的 芸 術 に 関 す る 覚 書 」

(Aantekeningenovermonumentalekunst")と 題

して,こ の 「火 花」 の デ ザ イ ンに 関す る論 説 を発

表 した。 そ こで は,異 な る芸 術 形 式,即 ち,建 築

と絵 画 の 相 互 不 可侵 的 な協 働 が,新 しい様 式 の発

展 を可 能 と し,「 火花 」 が そ の発 展 の 出 発 点 と し

て の 意 義 を もつ事 が述 べ られ て い る。 また,こ の

論 説 で は,「 建 築 内 絵 画 」("Schilderkunst・in-

Architectuur")と い う概 念 が 導 入 され て い るが,

厂火 花 」 の 玄 関部 の モザ イ ク や廊 下 の デ ザ イ ンは
,

ま さ に この 厂建 築 内絵 画 」 に相 当 しよ う。 それ ら

は,建 築 的 な構 造 に,不 可 分 に結 合 した絵 画 なの

で あ る。 彼 の 手掛 け た多 くの ス テ ン ドグ ラス も,

「建 築 内 絵 画」 で あ り
,「 色 面 の コ ンポ ジシ ョン」

の 方 法 に従 って デザ イ ンさ れて い る。

ま た,1919年 に成 さ れ た,デ ・リ ク ト邸 の一 室

の デ ザ イ ンで は,ヴ ァ ン ・ ドゥー スブ ル グ は,床

図5VanDoesburg,Stained

GlassCompositionNo.4,1917

eachpanel286.5x56.6cm,

DienstVerspreideRijkskol-

lekties,TheHague

図6VanDoesburg,AroomofDe

LigtHouse,1919
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面 を除 く全 て の平 面 に色 彩 計 画 を施 して い る。 天 井 も含 め た各 平 面 に は,様 々

な大 き さ を もつ 矩 形 の 色 面 が 置 か れ,「 色 面 の コ ンポ ジシ ョン」 が 三次 元 空 間

に 拡 張 さ れ た よ う な様 相 を呈 し て い る。 この デ ザ イ ン に つ い て も ヴ ァ ン ・

ドゥー ス ブ丿kグは,「 デ ・ス タイ ル」 誌 上 に コメ ン トを掲 載 して い るが,そ の

末 尾 に は次 の よ うに記 され て い る。 「(この計 画 の 図 版 は)色 彩(青=緑,赤=

黒,白)を 欠 い て い る に も拘 わ らず,三 次 元 空 間 に於 い て も,絵 画 芸 術 の色 彩

分 割 が 可 能 で あ る とい う印象 の一 端 を もた らす で あ ろ う。」

建 築 空 間 の一 部 に,平 面 的 な幾 何 学 的 抽 象絵 画 を結 合 す る事 か ら始 め られ た,

ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ ル グの 環 境 デ ザ イ ンは,徐 々 に そ の適 用 され る対 象 を拡 げ

て い き,1919年 に は,一 つ の室 内 空 間全 体 に,「 色 面 の コ ンポ ジ シ ョ ン」 に基

づ くデザ イ ン を施 す に至 っ た ので あ る。

2

ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グ に と って,オ ウ トは,共 同 制作 の最 も重 要 な パ ー ト

ナ ーで あ った に違 い な い。 これ は,前 節 に 引用 した,オ ウ トに宛 て た書 簡 か ら

も窺 われ る事 で あ り,彼 らは多 くの 共 同 制作 を行 な っ た。 オ ウ トは,デ ・ス タ

イ ル の建 築 家 の 中で は,最 も急 進 的 な建 築 観 を も って い た と思 われ る。 実現 さ

れ た 彼 の建 築 計 画 は,様 々 な実 際 的要 求 を解 決 した,抑 制 の利 い た仕 上 が りを

み せ て お り,極 端 な前 衛 性 を示 す 事 はな か っ た。 しか し,彼 が 「デ ・ス タ イ

ル」 誌 上 に発 表 した幾 つ か の建 築 案 は,デ ・ス タイ ル絵 画 の 革新 的 な性 質 の一

部 を,建 築 と い う領域 に翻 訳 したか の よ うな,先 鋭 な造 形 性 をみ せ て い るの で

あ る。

オ ウNま,1918年 よ りロ ッテ ル ダム の市 建 築 官 の 職 にあ り,公 共 的 な 建 築 の

設 誹 を数 多 く手掛 け た 。彼 の実 現 され た設 計 案 が,実 現 され な か っ た計 画 案 に

比 べ,控 え 目 な性 質 を も って い た の は,こ の事 と無 関係 で はな か ったで あ ろ う。

市 の建 築 官 と して の 彼 に と って 最 も重 要 な仕 事 の 一 つ は,公 共 の 集 合住 宅 の 設
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計 で あ っ た。彼 は,ロ ッテ ル ダ ムの住 宅供 給 計 画 で あ るス パ ンゲ ン住 宅 計 画 に

従 事 し,多 くの 集 合住 宅 を設 計 した 。

オ ウ トは,こ の 計画 に付 随 す る室 内 の色 彩 計 画 も,ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ ル グ

に依 頼 した。 ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブル グに とっ て も,彼 の 考 え る新 しい造 形 の実

現 と普 及 に と って,こ の計 画 は また とな い機 会 で あ り,協 働 で の制 作 は順 調 に

進 め られ た。 しか し実 際 に は,こ の 計 画 の 実行 をめ ぐって,オ ウ トと ヴ ァ ン ・

ドゥーxブ ル グ は,重 要 な意 見 の 隔 た りを生 じさせ て しま う事 に な る 。市 の建

築 官 と して の オ ウ トの 関心 は,実 際 的 な 問 題 の解 決 に重 きが 置 か れ,ヴ ァ ン ・

ドゥー ス ブル グ は,美 的 な 問題 の 解 決 に従 事 したが,1920年 まで は,二 人 の こ

の よ うな関 心 の 違 い に 基づ く,共 同 制 作 の亀 裂 は訪 れ なか った 。恐 ら くそ れ は,

ヴ ァ ン ・ ドゥー ス ブ ル グ の 色 彩 計 画 が 室 内 に 限 ら れ て い た 事 や,ヴ ァ ン ・

ドゥー ス ブ ル グ も少 な か らず,実 際 的 な問 題 の解 決 に関 心 を払 って い た事 に よ

る もの と思 われ る。

意 見 の隔 た りは,ス パ ンゲ ン住 宅 第 八棟 の色 彩 計 画 を め ぐって 表 面化 した。

そ れ まで の スパ ンゲ ン住 宅計 画 の順 調 な進 行 に 満足 して いた オ ウ トは,1920年

に 第 八 棟 の 色 彩 計 画 を,ヴ ジ ン ・ ドゥー ス ブ ル グ に依 頼 した。 こ の 頃 の ヴ ァ

ン ・ドゥー ス ブル グ は,「 デ ・ス タイ ル」 の影 響 を国 際 的 な もの とす る為 に,

ヨー ロ ッパ 各 地 を訪 れ,講 演 を行 な うな どの積 極 的 な活 動 を展 開 して い た が,

同 時 に,各 地 の前 衛 主 義 者 達 と接 触 を もち,彼 らか らの影 響 も受 け な が ら,彼

自身 の造 形 思 考 も変 化 させ て い っ た ので あ る。

ヴ ァ ン ・ ドゥー ス ブ ル グは,ス パ ンゲ ン住 宅 第八 棟 の デザ イ ン に於 い て,新

しい 方法 の適 用 を企 て た。 そ れ は,ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブ ル グ 自身 の 言 葉 を借 り

るな ら ば,室 内 の色 彩 計 画 か ら出発 し,そ れ を 「室 内 と 外 観 が 一 つ の色 彩

計 画 で描 け る よ うに」 外 へ 向 け て拡 げ て い く方 法 で あ る。1921年,11Aの 終 り

頃,オ ウ トの 許 に,第 八 棟 の外 観 の色 彩 計 画 が 届 け られ た。 色 彩 計 画 は,建 物

の,表 通 りに面 した部 分 の 窓 や壁 面 の一 部 に,青,緑,黄,黒 の 各 色 を配 す る
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事 に よっ て成 立 してい る。 この色 彩 計 画 に赤 が 欠 け て い る の は,建 物 自体 が,

赤煉 瓦 を主 な材 料 と して い る為 で あ ろ う。 ま た この 色彩 計 画 に は,解 説 図 が 一

枚,添 え られ て い るが,そ こ に は,各 色 彩 の連 続 が もた らす,幾 何 学 的 な運 動

感 が 示 され て い る0

ヴ ァ ン ・ド ゥー スブ ル グは,

こ の 色 彩 計 画 に よ っ て,「 色 彩

の対 比 に よ っ て建 築 的 な分 割 を

撤 底 し,空 間 全体 をコ ン トロ ー

ルす る」 事 を,意 図 した とい う。

或 い は,オ ウ トの 設計 の量 塊 的

な性 質 を,色 彩 に よ って 和 らげ

よ う と した の だ とい う。 これ ら

の 意 図 は,計 画 に 添 え られ た解

説 図 に よ って,明 確 に知 る事 が

で きる。 そ れ ぞ れ の 色彩 の連 続

は,斜 め方 向 の上 昇 感 を もた ら

そ う と して い る が,そ の よ う な

運 動 感 は,オ ウ トの デザ イ ンに

は,も と も と含 まれ て い な か っ

た もので あ る。

図7VanDoesburg,ColorDesignforFaeadeon

Potgieterstraat,SpangenHousingBlock8,

Rotterdam,1921,inkandwatercoloronpap-

er,15.7x25.5cm,FondationCustodia,Institut

neerlandais,Paris

図8VanDoesburg.DiagramofColorScheme,

SpangenHousingBlock8,Rotterdam,1921,

inkandwatercoloronpaper,29x32.3cm,

FondationCustodia,InstitutNeerlandais,

Paris

オ ウ トは こ の色 彩 計 画 に対 して,否 定 的 な見 解 を示 した 。彼 に は,こ の 計 画

が 調和 を欠 き,彼 自身 の デザ イ ン と,あ ま りに も強 い対 立 を示 す もの に映 っ た

の で あ る1窃オ ウ トは,ヴ ァ ン ・ ドゥ ース ブ ル グ に計 画 の 変 更 を要 求 した が,拒

否 され る。 ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グ は,計 画 はた とえ一 部 が 変 更 され て も,全

体 の 効果 は著 し く損 な わ れ る と し,次 の よ う に書 き送 った 。 「計 画 の 実行 は保

証 さ れ て い た 筈 で す 。 私 は塗 装 工 で は な く,こ れ らの事(色 彩 に よ る環 境 計
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画)に 真 剣 に取 り組 む 人 間 です 。 私 は他 で もな い ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グで あ

り,声 を大 に して 次 の よ うに主 張 す る権 利 を もつ 。 否,否,否 。 この よ うにす

るの で な け れ ば,全 、く止 め て し まお う。」

ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グの デ ザ イ ンは,色 彩 の対 比 の もた らす 運 動 感 に よ っ

て,建 築 空 間 の性 質 を一 変 させ て し ま う事 を企 て る もの で あ り,そ の よ う な計

画 を建 築 家 が 拒 絶 す る の は,当 然 の事 と考 え られ る。 オ ウ トは計 画 の 白紙 撤 回

を望 み,そ の後 の スパ ンゲ ン住 宅 の色 彩 計 画 を,独 力 で 進 め て い った 。 また彼

は,こ の ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブル グ との意 見 衝 突 を き っか け に,「 デ ・ス タイ ル」

誌 との接 触 も絶 って し ま うので あ る 。

「火 花 」 で 展 開 され た ヴ ァ ン ・ド ゥー ス ブ ル グ のデ ザ イ ンは,空 間 に抽 象 絵

画 の真 の場 所 を求 め る事 に よっ て,空 間 ζ色 彩 の相 乗 的 な効 果 を引 き出す 事 に

成 功 した 。建 築 と絵 画 は,そ れ ぞ れ の造 形 的 な役 割 りの範 囲 を守 る事 に よ って,

律 動 的 な空 間 を協 働 で 創 り出 した 。 しか し,ス バ ンゲ ン住 宅 の色 彩 計 画 は,色

彩 に よ って 建 築全 体 を コ ン トロ ール しよ う とす る もの で,云 い換 え る な ら ば,

絵 画 の手 法 に よ って,空 間 の性 質 全 て を決定 し よ うと した 。 そ の 時,絵 画 は,

本 来,建 築 が 決 定 す べ き要 素 まで を も,制 御 しよ う と して い るの で あ り,協 働

に際 して の役 割 り分 担 のバ ラ ンス は,大 き く崩 れ て い る。 絵 画 の 手 法 に よ って

建 築 空 間の 全 性 質 を 決 定 しよ う とす るヴ ァ ン ・ ドゥー ス ブ ル グ の試 み は,ス パ

ンゲ ン住 宅 に於 い て挫 折 した。 しか し彼 は,同 じ時 期 に準 備 を進 め て い た別 の

計 画 で,こ の試 みの 実 現 を企 て て い た。

3.

1920年 の 前 後 に か け て,デ ・ス タ イ ル の メ ンバ ー は 大 幅 に入 れ 替 っ た。

「デ ・ス タイ ル」 創 刊 直 後 の ヴ ァ ン ・デ ル ・レ ック の グ ル ー プ離 脱 に始 ま り,

1923年 に至 る まで に,初 期 の メ ンバ ー10名 う ち,8名 まで が,「 デ ・ス タイ ル」

誌 との 関 係 を絶 って し ま ったの で あ る。
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ヴ ァン ・ドゥー ス ブ ル グ は,彼 らに代 わ る メ ンバ ー を,逐 次,補 充 して い っ

た。 前節 で も触 れ た よ うに,ヴ ァン ・ドゥー ス ブル グは 「デ ・ス タ イル」 を よ

り国 際 的 な雑 誌 とす る為 に,ヨ ーロ ッパ各 地 を訪 れ て い たが,そ れ は 同 時 に,

デ ・ス タ イル の新 メ ンバ ー確 保 の 為 に成 され た旅 行 で もあ っ た。

そ の よ うな 中 で彼 はパ リに於 い て,デ ・ス タ イル の 名 を冠 した,初 め て の展

覧 会 の実 現 に奔 走 した。1919年 にモ ン ドリア ンが 二 度 目のパ リで の制 作 活 動 を

始 め て以 来,ヴ ァ ン ・ドゥース ブル グ も度 々,パ リに足 を運 ん だ。 モ ン ド リア

ンは ヴ ァ ン ・ ドゥー ス ブ ル グ に,画 廊 「近 代 の 成 果 」("L'EffortModerne")

の主 宰 者,レ オ ンス ・ロー ザ ンベ ー ル(LeonceRosenberg)を 紹 介 した 。 ロー

ザ ンベ ール は,画 廊 の運 営 や,同 じ名称 を もつ 雑 誌 を刊行 す る事 に よ って,現

代 美 術 の 発展 を助 け よ う と した 人 物 で あ り,デ ・ス タ イルへ の支 援 も,彼 の大

きな 関心 事 で あ った 。彼 は,モ ン ド リア ンの 「新 造 形 主 義一 造 形 的等 価 性 の一

般 原 理 」("LeNeo-Plasticisme,PrincipegeneraledeI'EquivalencePlastique")

や,ヴ ァ ン ・ ドゥー ス ブル グの 「ク ラ シ ック=バ ロ ック=モ ダ ン」("Klassiek-

Barok-Modern")の フラ ンス語 版 を 出版 した。

ロ ーザ ンベ ール と ヴ ブ ン ・ドゥー スブ ル グ は,何 回 かの 会 談 を通 して,デ ・

ス タイ ル の建 築 を 中心 と した展 覧 会 の企 画 を準 備 した。 彼 ら二 人 は,こ の企 画

に 大 い な る情 熱 を もって取 り組 ん だが,モ ン ドリア ン とオ ウ トは,冷 め た態 度

を示 した。 モ ン ドリア ンや オ ウ トに とって は,既 に グ ル ー プ と して の デ ・ス タ

イ ル は存 在 意 義 を失 っ て い た 。 そ して彼 ら は,ロ ーザ ンベ ー ル が,ヴ ァ ン ・

ト ・ホ ッフの よ う な,明 らか に グ ル ー プ を離 脱 して い た人 まで を も企 画 に 組 み

込 も う と して い た事 や,ヴ ァ ン ・ドゥー スブ ル グ が こ の企 画 を通 して,確 固 た

る グル ー プ と して のデ ・ス タイ ル の 印象 を演 出 し よ う と して い た 点 に 対 して,

疑 問 を感 じ,企 画 に賛 同す る訳 に は いか なか った の で あ る。 噛

「デ ・ス タ イ ル建 築 展 」 は
,1923年 の10月 か ら11月 に か けて 開 催 され た 。 実

際 に展示 物 の 中心 を 占 めた の は,ヴ ァ ン ・ ドゥー ス ブ ル グ とコル ネ リス ・ヴ ァ
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ン ・エ ー ス テ レ ン(CornelisvanEesteren,1897-)の 協働 制作 にな るモ デ ル

や 図面 で あ っ た。 オ ウ トと ウ ィル ス も,図 面 と写真 を 出 品 したが,数 量 的 に は

僅 か な もの で あ っ た。

ヴ ァン ・エ ース テ レ ンは,ヴ ァン ・ドゥー ス ブル グに よっ て見 い だ され た,

デ ・ス タ イJLO)新 メ ンバ ー の一 人 で あ る 。彼 らが 出会 った の は1922年 の事 だが

そ の時 ヴ ァン ・エ ース テ レ ンは,大 学 の 卒 業設 計 に取 り組 ん で おb,前 衛 主 義

者 とい うに は ほ ど遠 か っぜ 恐 ら く彼 は,ヴ 。 ン ・ド'。一 ス ブ ル グ に よ って筋

金 入 りの モ ダ ニ ス トに鍛 え上 げ られ た ので あ ろ う。 そ の よ うな彼 らの 共 同 制作

は,こ れ まで み て きた 同様 の 計 画 とは,全 く異 な る手順 を踏 ん だ もの と思 わ れ

る。 これ まで の 計 画 は,先 づ 建 築 家 が設 計 し,そ の デ ザ イ ンに対 して後 か ら画

家 が 色 彩 計 画 を施 した の だ が,ヴ ァン ・ドゥー ス ブル グ と ヴ ァ ン ・エ マ ス テ レ

ンは,ま さ に計 画 の最 初 の段 階 か ら,協 働 で 制作 を進 め た もの と思 わ れ るので

あ る 。

そ して そ の成 果 が,「 デ ・ス タ イ ル建 築 展 」 の 中心 を 占 め た 。彼 らが 出 品 し

たの は,三 つ の住 宅 案 と,ア ムス テ ル ダム大 学 講 堂 の設 計 案 で あ る。 そ れ ら は,

平 面 図,立 面 図,透 視 図,モ デ ル等 で展 示 され たが,ま た,色 彩 計 画 の理 念 を

表 現 し よ う とす る コ ンポ ジシ ョ ン も含 まれ て い た。

三 つ の住 宅 案 は 何 れ も,デ ・ス タ イ ル絵 画 の打 ち建 て た原 則 を,三 次 元空 間

に引 き継 い だ か の よ うな造 形性 を示 して い る。 そ れ らは,建 築 を力 学 的,重 力

的 な束 縛 か ら解 放 し,自 由 な三 次 元 の空 間造 形 と して展 開 させ よ う とず る意 志.

に基 づ いて い る と考 え られ る。 建 築 空 間 を構 成 す る壁 や マ ッス な どの諸 要 素 は,

自由 な仕 方 で連 結 され,各 部 分 と も同 等 の視 覚 的訴 求 性 を得 る よ うに,工 夫 さ

れ て い る。 そ して,そ れ ら諸 要 素 の 聞 に,様 々 な バ ラ ン ス 関係 を次 々 と生 じせ

しめ る事 で動 的 な均 衡 を達 成 し,全 体 は ダ イす ミ ック に統 合 さ れ るの で あ る。

そ して そ れ らに は,建 築 を構 成 す る諸 要 素 と一 体 化 した 色 彩 が 施 され る。

ヴ ァ ン ・ ドゥー スブ ル グが描 い た,色 彩計 画 の概 念 的 コ ンポ ジ シ ョ ンは,こ れ
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らの計 画 案 が,色 彩 を も建築 空 間 を構 成 す る実体 的 な要 素 と して 取 り入 れ る 観

点 か ら発 想 さ れて い る事 を示 して い る。 これ らの計 画 案 は,全 く別 な もの と し

て の建 築 と絵 画 を統 合 した の で は な く,建 築 と絵 画 を分 離 す る事 の で き ない 一

体 の もの と して 考 え る事 に よ って初 め て 可 能 な,新 しい空 間造 形 を 目指 した と

考 え る事 が で きよ う。

ヴ ァ ン ・ドゥー ス ブル グ は,1924年 の 「デ ・ス タイ ル」 誌 上 に,「 造 形 的 建

築 を め ざ して」("ToteenBeeldendeArchitectuur")と 題 さ れ た 小 論 を 発 表 す

る が,そ の 中で,建 築 に於 け る色 彩 の役 割 りにつ い て,次 の よ う に記 して い る。

「色 彩 は
,時 間 と空 間 に於 け る調 和 関係 を表 現 す る要 素 と して,新 しい 建築 の

組 織 的 な一 部 分 を形 成 す る。色 彩 が な けれ ば,こ の よ うな 関係 も現 実 の もの と

は な らず,目 に見 え る もの とは な ら な い。 建 築 的 な 関 係 性 の 均 衡 は,色 彩 に

よっ て初 め て可 視 的 な現 実 とな る。 調 和 的 な全体 を組 織 化 す る事(二 次 元 と し

て の 面 の 上 で で は な く,四 次 元 の 時空 間 に 於 い て),そ れ は現 代 の 画家 の責 務

で あ る。」

建 築 空 間 に,幾 何 学 的 な 抽 象 絵 画 を導 入す る 事 に よ っ て始 め ら れ た,ヴ ァ

ン ・ドゥー ス ブ ル グ の環 境 造形 は,建 築 と絵 画 の 一体 化 した,全 く新 しい 空 間
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造 形 の実 現 を 目指 す段 階 に まで 至 った 。 しか しそ の よ うな 環境 造形 観 は,あ ま

りに急 進 的で,唯 美 主 義 的 で あ る と云 わ ね ば な る まい 。 事 実,ヴ ァ ン ・ドゥー

ス ブ ル グ は,実 際 的 な環境 尺 度 での この概 念 の具 体 化 を実 行 す る事 は な か?た 。

た だ私 達 は,そ こ に理 想 主 義 的 であ るが 故 の 意義 を認 め ない 訳 には い か な いで

あ ろ う。 デザ イ ン とい う極 め て実 際 的 な領域 に於 いて こそ,卓 越 した 理想 主義

が現 実 を変 革 す る ひ き金 と な り得 る と も考 え られ るか らで あ る。

結 言

デ ・ス タイ ル の造 形 原 理 で あ る新 造 形 主 義 は,と もす れ ば単 な る形 式 主 義 に

堕 落 しか ね な い よ うな,厳 格 な 法則 性 を もっ てい た 。 しか し一 方 で そ れ は,モ

ン ドリア ン の主 張 に もみ られ る よ う に,動 的 で 破 壊 的 な表 現 を 目指 す もの で

あ った 。 厳格 な形 式言 語 の 中で い か に多 様 な ダ イナ ミズ ム を形 成 す るか,恐 ら

くこの 事 が,新 造 形主 義 の核 の 一部 を成 して い た と思 わ れ る。

モ ン ドリ ア ン は,1921年 以 降 の 制作 に於 い て,極 め て厳 格 な法 則 性 を堅 持 し,

目に見 えぬ 程 の ゆ っ く りと した展 開 をみせ る事 に よ って,豊 か な造 形 の世 界 を

開 示 した 。 私 達 は,一 見極 めて 静 的 に映 る彼 の コ ンポ ジ シ ョンの 中 に,ダ イナ

ミズ ムの 多 彩 な ヴ ァ リエ ー シ ョンが あ るの をみ る事 が で き る。

ヴ ァ ン ・ ドゥース ブル グ は,新 造 形 主 義 の 法則 性 の 厳格 な保 持 よ りも,そ の

柔 軟 な応 用 に,よ り強 い 関心 を もって 制作 活動 を進 め た。 恐 ら く彼 が,建 築 と

絵画の統合に積極的に取 り組んだのも,新 造璋主義の活力に満ちた発展 を求め ,

て の事 だ っ た ので は ない だ ろ うか。 彼 は新 しい 造形 を積 極 的 に外 の 世界 に 向 け

て放 射 して い く事 で,形 式 主義 に堕 す る危 険 性 を克服 した と考 え られ る 。

新 造 形 主 義 は,こ の よ うな対 照 的 な二 つ の 才 能 の活 動 に よって,美 術 史,建

築 史,そ して デ ザ イ ン史 に,確 固 た る位 置 を 占め えた の で あ る。
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